
２０２３年８月２１日 

各 位 

大 同 生 命 保 険 株 式 会 社 

代表取締役社長 北原 睦朗 

Ｔ＆Ｄ保険グループの大同生命保険株式会社（社長：北原 睦朗）は、本年１０月２８日（土）

～３０日（月）に鹿児島県で開催される特別全国障害者スポーツ大会 ｢燃ゆる感動かごしま大

会」に特別協賛します。 

本日、鹿児島県庁（鹿児島市）にて、当社社長の北原睦朗より、本大会の実行委員会会長

である塩田康一鹿児島県知事に特別協賛金の目録を贈呈いたしました。 

 当社は創業９０周年（１９９２年）を機に、同大会の前身である全国知的障害者スポーツ

大会（ゆうあいピック）の第１回東京大会から、３０年以上にわたり特別協賛を継続してい

ます。また、これまでに、のべ１万１千人を超える役職員等がボランティアとして大会に参

加するなど、全社を挙げて「障がい者スポーツの支援」に取組んでまいりました。 

大会の開催期間中は、当社の鹿児島県内支社はもとより、近隣の支社や東京本社の役職員

等がボランティアとして参加し、大会の盛り上げに協力してまいります。 

＜協賛・協力内容＞ 

○大会への特別協賛金として１億円を贈呈。

○当社およびグループ会社・提携団体の役職員等、のべ約２５０名（予定）が大会の

盛り上げに協力。

・白波スタジアム（県立鴨池公園陸上競技場）の「ぐりぶー広場」に設置する「大同

生命ブース」の運営ボランティアとして、全国から集まった選手や応援サポートの

皆さんと、ゲームやイベントを通じて交流できる「おもてなしの場」を提供。

・式典の観覧や競技の観戦を通じて、選手の皆さんを応援。

【お問合せ先】 広報課（kouhou@daido-life.co.jp）

大会マスコット「ぐりぶー」 

特別全国障害者スポーツ大会 

「燃ゆる感動かごしま大会」に特別協賛  

＜大同生命の社会貢献活動＞ 

mailto:kouhou@daido-life.co.jp


【参考１】 全国障害者スポーツ大会とは 
 

・障がいのある選手が競技等を通じ、スポーツの楽しさを体験すると

ともに、国民の障がいに対する理解を深め、障がい者の社会参加の

推進に寄与することを目的とした国内最大の障がい者スポーツの祭

典であり、日本パラスポーツ協会、文部科学省、開催都道府県などが

主催しています。 

・今年は、１０月２８日（土）～３０日（月）の３日間、鹿児島県で

「燃ゆる感動かごしま大会」の愛称のもと開催されます。 

 

【参考２】 ボランティア参加実績 → のべ１１,５６２名（１９９２年～２０２２年） 

 開催年 開催地 ボランティア参加人数 

全
国
知
的
障
害
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（
ゆ
う
あ
い
ピ
ッ
ク
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第 １回 １９９２年 東 京 ３００名  

第 ２回 １９９３年 熊 本 ３０４名  

第 ３回 １９９４年 群 馬 ５０４名  

第 ４回 １９９５年 兵 庫 阪神・淡路大震災のため大会中止 

第 ５回 １９９６年 北海道 ４４８名  

第 ６回 １９９７年 愛知・名古屋 ９５０名  

第 ７回 １９９８年 茨 城 ９００名  

第 ８回 １９９９年 島 根 ３３７名  

第 ９回 ２０００年 岐 阜 １,０４３名  

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
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第 １回 ２００１年 宮 城 ４３０名  

第 ２回 ２００２年 高 知 ２９１名  

第 ３回 ２００３年 静 岡 ４１３名  

第 ４回 ２００４年 埼 玉 ２９２名  

第 ５回 ２００５年 岡 山 ２８６名  

第 ６回 ２００６年 兵 庫 ３１７名  

第 ７回 ２００７年 秋 田 ２００名  

第 ８回 ２００８年 大 分 １８５名  

第 ９回 ２００９年 新 潟 ２０４名  

第１０回 ２０１０年 千 葉 ３２０名  

第１１回 ２０１１年 山 口 １９１名  

第１２回 ２０１２年 岐 阜 ２０６名  

第１３回 ２０１３年 東 京 １,００１名  

第１４回 ２０１４年 長 崎 ２３８名  

第１５回 ２０１５年 和歌山 ６５５名  

第１６回 ２０１６年 岩 手 ３１４名  

第１７回 ２０１７年 愛 媛 ３３３名  

第１８回 ２０１８年 福 井 ３５８名 

第１９回 ２０１９年 茨 城 大会中止（台風１９号） 

第２０回 ２０２０年 鹿児島 大会延期（新型コロナ） 

第２１回 ２０２１年 三 重 大会中止（新型コロナ） 

第２２回 ２０２２年 栃 木    ５４２名 

特 別 ２０２３年 鹿児島        ２５０名（予定） 

 

大会マスコット 

「ぐりぶー」 

 



【参考３】 その他 「障がい者スポーツの支援」 に向けた取組み 
  

１．ＪＰＳＡオフィシャルパートナーとしての活動 

・当社は、２０１５年１月に公益財団法人日本障が

い者スポーツ協会（現：公益財団法人日本パラス

ポーツ協会、略称：ＪＰＳＡ）とオフィシャルパ

ートナー契約を締結しました。 

・以後、同協会が主催する「ジャパンパラ競技大

会」等の競技観戦や大会運営ボランティアへの参

加を通じて、同協会の取組みを積極的にサポート

しています。 

 

 

２．従業員パラアスリートの活動支援 

・当社は、２０１７年２月にパラアーチェリー選手

の永野美穂を採用しました。 

・永野はこれまで国内外のパラアーチェリー大会で

数々の実績を残し、ロンドン２０１２パラリンピ

ック､東京２０２０パラリンピックに出場しまし

た。（ロンドン大会は５位入賞） 

・当社は従業員パラアスリートの競技活動を全面的

にバックアップすることで、「障がい者スポーツの

さらなる普及・発展」に努めるとともに、全社を

あげて「ともに働く仲間」の活躍を応援していま

す。 

 

以 上 

 


